
  

  

 

 

 

今でこそ地域には多くのグループホーム（共同生活援助）がありますが、復康会では障害者の暮らしの場が少な

い時代から、時代に合わせて形を変えながら入所施設を設置してきました。歴史を振り返りながらそれぞれの特

徴を紹介します。 
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地域とあなたと私を結ぶ定期便 

一番の老舗、『はまゆう寮』は沼津中央病院の道路を挟

んだ向かいに位置します。昭和 56年に『精神障害回復

者社会復帰施設』として開設しました。当時はまだ精神

に障害のある方の入所施設が全国的にも少なく、入居さ

れていた方は、皆さん今で言う障害者雇用で働きに行っ

ていました。定員は 9名。畳のお部屋が多く、昭和感漂

う内装で、なぜかホッとする空間となっております。 

 

 

 

 

 

 

 

『カーサ岡の宮』は平成 5 年に沼津中央病院家族会の

運営による『共同住居カーサかぬき』として開設されま

した。沼津中央病院近くの職員住宅を改装し定員は 5

名。程なく市内岡宮地区に転居し、『グループホームカ

ーサ岡の宮』に名称変更となり、平成 17年には建て替

えを行い定員を 10名に増員しました。閑静な住宅街の

中、広い敷地に南向きの贅沢な造りとなっております。 

『コーポ狩野』は平成 14年に『福祉ホーム B』として

開設しました。沼津中央病院の北側にあった職員社宅を

改装し、病院隣接という立地を活かし「長期入院されて

いる方の退院先」として受け入れを開始しました。平成

28年には新築し、『グループホームコーポ狩野』と名称

変更し定員 18名となりました。今では長期入院の方に

限らず「退院するのは不安。病院の近くなら安心かも。」

という方の受け皿となっております。 
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9月から季節限定の「かぼちゃぷりん」が販売に

なります。三島産のかぼちゃの濃厚な旨味がたまら

ない！季節限定ぷりんの中でも人気の一品です。 

最後まで飽きずに楽しめる味わいで、お子さまか

ら大人まで、幅広く愛される秋の定番ぷりんです。

かわいいハロウィン風のカップで、見た目も気分も

一気に“ハロウィンモード”に！ぜひ、お楽しみくだ

さい。 

皆様のご来店をお待ちしております。 

かのん 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

かのん（内職棟）の３階では、多肉植物のカランコエ（和

名：子宝草）を育てています。とても旺盛な繁殖力と成

長が特徴で、名前の由来にもなっています。 

葉のまわりに無数の子株が生えるのが特徴で、今年も

たくさんの子株が出来、内職の作業として小さなポッ

トに１株ずつ植えつけました。それらは秋に予定され

ているイベント等での販売を予定しています。ちなみ

に、花言葉は子孫繁栄です。その名の通りですね(笑) 

ゆめワーク 

8/26（水）にプラサヴェルデ沼津にて行われた 

リス食品主催食品展示会に参加をしてきました。 

多くの企業が参加しており、製造機械の説明や 

様々なジャンルの資材の紹介がありました。 

また、おすすめ商品を使用したパンやジャム等の

試食もたくさんあり、頭もお腹もいっぱいに😊 

展示会に参加をし、色々なイメージやアイデアが

思い浮かびました。日々のパン作業に活かせるよ

う頑張っていきます。 

ぜひ、ゆめワークの新作パンをお楽しみに！！ 

↑子株がついた葉 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1075&cid=4&cid2=16
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかせ 

コーポ狩野 

りりぶ 

8/19（水）の昼食にみんなでサーロインステーキを食べ

ました。本来は『鉄板で焼肉！』と称し、鉄板焼きを楽

しむ予定だったのですが、夏風邪が蔓延…。時間を分け

ての個別提供となりました。ご飯をおかわりする人もい

て、皆さん喜んでくださいました。おやつにはかき氷も

提供。こめかみを抑えて眉間に皺を寄せながら頬張る方

も。大満足の楽しい時間を過ごしました。 

8月の猛暑の中、皆さんいかがお過ごしでしょうか？ 

「三嶋大祭り」今年は天気に恵まれ大勢の見物客と街の立

役者によって盛大に行われました。祭後の白滝公園はいつ

もの静けさを取り戻し、鴨たちものんびりと過ごしていま

す。ひまりも現住所に引っ越してから 1年が経ちました。

これからも地域の皆様に信頼される相談支援事業所を目

指して頑張っていきます！ 

ひまり 

8月 5、6日の 2日間にわたって、令和 8年度静岡県障害者ピア

サポート研修（基礎研修）が行われました。対象が精神障害か

ら全障害者に変わって 2 年目です。他の事業に先行したものと

いえるでしょう。企画側として参加していますが、まだまだ配

慮が足りない部分は多々あります。しかし、障害者総合支援法

に基づき、これから当然の動きとなっていくと思います。講義、

グループワークともに充実した内容が多かったと思います。 

 

みなさん、毎年 8月に伊東市で開催される「按針祭」はご存じですか？今年は 8月 10日

に開催され、当日は伊東の街中もこれまで見たことないほどに賑わっていました。‥が、

道路状況も大賑わいで想像以上の大渋滞。10 日お昼過ぎの宇佐美から、普段は 10 分程

で着く場所まで 1 時間以上かかるのです‥！夕方まで伊東方面は延々と車列が続いてい

て按針祭のすごさを思い知りました💦 

世間での夏休み期間は、熱海の街中を出るだけでも倍以上の時間がかかることがありま

すし、路線バスが遅れることもしばしばです。さすが観光地、これもまた夏の風物詩で

すね🌻 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ みゆちゃん ’s gallery ～ 

作者：みゆちゃん 

制作のきっかけ：ホビーショーへの

展示参加がきっかけです 

こだわりポイント：周りが考えないよ

うな独自の世界観にすること 

周りからの評判：めちゃくちゃ反応

よかったです 

聞き手：なかせの小野田 

 

 

 

今月は夏祭りや秋の新商品の話題もあり、季節の移ろいを感じます。今年の夏は暑さこそ昨年

ほどではありませんでしたが局地的な災害が多く、改めて防災への備えを考えさせられる日々

でした。皆さんは何か備えているものはありますか？周りの人と情報交換すると意外な発見が

あるかもしれません。                   ふくむすび編集部 


